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株式会社 ニコン・トリンブル 

 
本書は BluetoothでNMEAを出力するための手順書です。PC(Windows10、Windows11)での Bluetooth設定と

SKY Controller の設定を記載します。 
 

PC と GNSS受信機のペアリングを行います。 
Windows11は 2 ページを参照してください。 
 
 
  

 

②設定ボタンをクリック 

デバイスをクリックします。 

①スタートボタンをクリック 

Windows10 

Bluetooth による NMEA出力設定 手順書 
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Wi ndows10 

Bluetooth またはその他のデバイスを追加する を
クリックします。 
 

スタートボタン→すべてのアプリ 
設定をクリックします。 

  

Windows10 

Windows11 

4 ページに進んでください 
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Bluetooth とデバイスをクリックします。 
画面を下にスクロールし、Bluetooth デバイスの検出を「詳細」に変更します。 

 
 

 

デバイスの追加をクリックします。 

Windows11 
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Bluetooth をクリックします。 

接続する GNSS受信機をクリックします。 

完了をクリックするとペアリング完了です。 
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次にペアリングした GNSS受信機の COM ポートを確認します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

その他の Bluetooth オプションをクリックします。 

その他の Bluetooth オプションをクリックします。 

Windows11 

Windows10 
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接続する COM ポートを確認します。名前欄の GNSS 
受信機名と使用する COM ポートを確認します。 
GNSS受信機側は COM2、または COM3 を使用し、 
通信を行います。 
この場合、Trimble R580 の COM2 と通信を行うため、
COM69 が PC で指定する COM ポートになります。 

COM ポートタブをクリックします。 

NMEA を受信するためのターミナルソフトを起動します。 
今回は TeraTerm で説明します。 
使用するポート番号に先ほど確認した COM ポートを 
指定します。 
受信待機状態になったらWindows の操作は完了です。 
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以上 

SKYController の NMEA出力設定画面を開きます。 
 
この場合、GNSS 受信機の COM2 で通信するため、
Bluetooth2 を指定します。 
 
出力したいフォーマットを選択して開始ボタンをタップします。 

通信が確立すると NMEA が出力ターミナルソフトに出力されます。 


